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母子家庭などの支援を行っているNPO・Winkが制定。
2004年のこの日、民事執行法が改正され、それまでは養育費の支払いが遅れる
たびに裁判所に給与等の差押えの強制執行を申立てなければならなかったのが、
一度の手続きだけで将来に渡って差押えが出来るようになった

日経平均/前日比 29,683.37/ - 定期預金金利(1,000万以上/10年) 0.002%

TOPIX 1,960.87/ - 国債（5年）/前日差 -0.105%/ -

ダウ平均 34,200.67/ - 国債（10年） 0.085%/ -

上海総合指数 3,426.62/ - 米国債（10年） 1.583%/ -

ドル円 109.31-33 - 中国国債(10年） 3.159%/ -

Topix dairy

日付：2021年 4月 19日（月）

今日の行き先

上記解説等は個人の見解となっています。詳細は、各種媒体等をご確認下さい。日本経済新聞社（https://www.nikkei.com/）。定期購読はこちら（https://www.nikkei.com/r123/）

今日は何の日 • 養育費の日
• 地図の日(最初の一歩
の日)

• 食育の日・飼育の日

誕生日うらない 本日生まれの方の特徴：

長所 短所

詳細はこちら

誕生日
カラー
青色

• 生命力にあふれる
• 理路整然としている
• 独立心が強い

• うぬぼれ屋
• 物質に執着する
• ワンマンになりやすい

市況情報

誕生花：

花言葉：

キショウブ

幸せをつかむ、消息、
信じる者の幸福、私
は燃えている

2
中途採用

10年ぶり伸び
について

日経
1

• 企業の中途採用の意欲が高まっている
• 採用計画調査では、主要企業の2021年度の中途採用が20年度比16%増え、10年ぶり

の高い伸び率（日経新聞調べ）
• 人手不足の解消やDX（デジタルトランスフォーメーション）人材の底上げが不可欠なため

◼ 本日の大見出しとして情報を
アップデート

大見出し

3
ワクチン全員分、
9月末までに確保

について

日経
1

• 政府は、コロナワクチンが、9月末までに接種対象者全員分（１６歳以上）を確保できるとの
見通しを示す（米ファイザーから追加供給）。菅義偉首相の米国訪問中に要請した結果

• アストラゼネカ製は、海外で接種後に血栓の症状が現れるケースが報告されており、同ワク
チン承認が間に合わない場合を想定し、ファイザー製を要請

◼ 医療保障の最新化や拡充
（16歳以上～高齢者まで）

◼ 万が一（副作用）への備えも
含め

ライフ・
医療保障

No TOPIX 媒体 解説 活用・リストアップのヒント

1
ゲノム医療
認知症にも

について

日経
11

• 一人ひとりの遺伝情報を調べて治療につなげる「ゲノム医療」が、認知症の多くを占めるア
ルツハイマー病にも広がる。がんでは原因遺伝子を見極めて有効な薬などを探すのに対し、
アルツハイマー病ではまず、患者の早期発見などに役立つと期待

• 具体的な事例が掲載されている。例えば、男性は30代の例。約束を忘れたり道に迷ったり
することが増え、診察。医師は脳画像などから認知症を疑い、遺伝が関係するアルツハイ
マー病の可能性があると考えた。男性の両親は遺伝性のアルツハイマー病患者ではな
かったものの、検査で、遺伝性アルツハイマー病に特徴的な遺伝子「PSEN1」の変異が見
つかり、診断が確定。男性はたまたま遺伝性と同じ変異が起きたまれな例と考えられ、検
査をしなければ確定が遅れた可能性等

◼ 介護（特に認知所）の話題とし
て活用

◼ 認知症保険のニード喚起と保
障の訴求（若年層にも）

◼ 介護の保障もあわせて訴求
◼ がんの保障にもつなげる（ゲノ

ム医療から）

認知症
・介護

遊び心を忘れない人に優しいドリーマー

4
その他
TOPIX

ライフ 日経3 • 給与デジタル払い 確実に 厚労省案～⇒不正な取引の際の損失補償などの要件を設け、安全性を担保

ライフ 日経34 • 美容ローラー、特許侵害確定～⇒製造販売元のMTGがファイブスターに損害賠償を求めた訴訟。最高裁で確定

相続 日経35 • 相続90億円申告漏れ～⇒HOYA株を保有する非上場の資産管理会社の株価の評価が「著しく不適当」と判断

https://www.nikkei.com/
https://www.nikkei.com/r123/
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本日の深掘りウォッチ：認知症の必要性
認知症の患者数は、予備軍を含めると、65歳以上の約4人に1人といわれており喫緊の課題です。
日本は、世界の各国と同様に、国家戦略として「認知症」を対策しようとしています。それでも、予算の関係や周知等の課題もあり、『認知
度』は低く、身近であるという認識は低いといえます。本来であれば、「社会保障」として対応するべき問題ですが、できていないのも現状
。そんな社会保障としてのすき間を民間（生命保険会社）にゆだねられている中、自分の大切なお客さまには、しっかり保障として検討して
いただき、最良の選択をしていただきましょう！自分が守らなければ、ほかの人（会社）が機会を得ることに!!

認知症が身近
であることを説明

キーワード

お金がかかる
ことを認識してもらう

認知症の保障の必要性を3ステップで説明

⚫ 65歳以上の方の5人に1人（2025年）
⚫ 介護の原因の1位

⚫ 月平均78,000円
⚫ 平均介護期間は4年7カ月
⚫ トータルおおよそ500万かかる

⚫ 国も真剣に考えているんです
⚫ 日本だけではなく、世界共通の課題

国家で対策
が検討されている事実をお伝え
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■ 認知症高齢者の将来推計※1

■介護が必要となった主な原因の構成割合※2
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脳血管疾患（脳卒中等）

高齢による衰弱
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■ 介護期間※5
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■ 日本の国家戦略※3

日本 認知症施策推進総合戦略

米国 国家アルツハイマー計画

英国 国家認知症戦略

■ 世界の国家戦略（認知症）※4

日本の認知症に対する国家戦略の概要
• 認知症施策推進大綱（2020年6月18日）

1 2 3

■ 介護費用（月額）※6

平均月額78,000円
（＋一時金の約69万と合わせて約 ）

キーワード キーワード

国も真剣に課題として認識しているんですね
社会保障の一つとして、考えていただきましょう!

参考）※1､3､4…厚生労働省「認知症施策」、※2…厚生労働省「国民生活基礎調査」／2019年、※5・・生命保険文化ｾﾝﾀｰ「生命保険に関する全国実態調査」／平成30年度、※6・・・生命保険文化ｾﾝﾀｰ「生命保険に関する全国実態調査」／平成30年度

提案へ
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500万
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